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 特集：灰色文献 

UDC 02：000.000：000.000 

問題提起：灰色文献定義の再考 

池田 貴儀＊ 

 
 灰色文献は，一般の商業出版ルートでは入手が困難な文献である。近年は，機関リポジトリの普及等により，灰色文献も Web 上に全文

情報が公開され，容易にアクセスが可能になりつつある。しかし，灰色文献のアクセシビリティは解決されていない。本稿では，灰色文献

国際会議（International Conference on Grey literature）における議論の中で提案された灰色文献の定義を紹介し，灰色文献に関する論点

整理と問題提起を試みた。灰色文献のアクセシビリティは今日に至っても多くの課題が存在し，Web 上の情報源は永続的なアクセスが保証

されていないという新たな課題も存在する。灰色文献のアクセシビリティに関する課題の解決には，図書館員の持つ専門知識と経験が活か

されるべきである。 
キーワード：灰色文献，非市販資料，商業出版，図書館員，テクニカル・レポート，会議録，灰色文献国際会議 
 

1．はじめに 

 灰色文献とは，一言で言ってしまえば，一般の商業出版

ルートでは入手が困難な文献である。流通経路が不明確で，

限定された部数しか作成されない，配布先が限定されてい

るなどの特徴を有している1)2)。近年は，インターネットの

普及や資料の電子化に伴い，全文情報へ容易にアクセスで

きる環境が整いつつあることから，灰色文献とアクセシビ

リティの問題は解決されたとも言われている。 
 しかし一方で，インターネット上でも探すことが困難な

文献，インターネット上のみにしか存在しない情報のアー

カイブが十分ではない問題等の新たな課題も生まれてい

る。2010 年に行われた灰色文献に関する調査でも，図書館

情報学の研究者と図書館員の多くが，灰色文献のアクセシ

ビリティは今後も継続する課題と捉えている3)。 
 そこで本稿では，灰色文献国際会議（International 
Conference on Grey literature）の灰色文献の定義を中心

に，定義の再考を行い，灰色文献に関する議論の論点整理

と問題提起を試みる。 

2．灰色文献の定義 

 灰色文献という言葉が最初に使われたのは 1978年 12月

にイギリスのヨークで開催された灰色文献に関するセミ

ナーが最初であるとされている4)5)。灰色文献という言葉が

使われる以前は，アクセシビリティの困難性の側面から，

非市販資料（Non-conventional Literature），入手困難な

資料（Hard-to-get Literature），一過性資料（ephemera）
6)などと呼ばれていた。このように，灰色文献以外の呼称

もある上，多種多様な資料形態が灰色文献に該当し，定義

する者によってニュアンスが異なる場合もあることから，

灰色文献に関する概念や定義は数多く存在している。これ

は，灰色文献を定義することが困難な表れでもある7)。 
 本章では，灰色文献国際会議の中で提案された灰色文献

の定義について取り上げて行く。その前に，灰色文献国際

会議について簡単に紹介する。灰色文献国際会議とは，灰

色文献ネットワークサービス（Grey Literature Network 
Service：GreyNet）が主催する国際会議で，2012 年で 14
回目を迎える。本会議の開催趣旨は，灰色文献に関するす

べての情報の収集と整理およびこの分野における調査と研

究の振興にある 7)。本会議では，図書館情報学の研究者や

図書館員が集まり，参加者による様々な事例報告や灰色文

献の定義の検討を通じ，諸問題の提起やその解決方法につ

いて議論がなされている。また，GreyNet は，それに必要

な国際協力の推進を図る取り組み等も行っている。 
 
2.1 ニューヨーク・ルクセンブルク定義 
 現在，最も一般的とされる灰色文献の定義が，灰色文献

国際会議の場で議論が行われたニューヨーク・ルクセンブ

ルク定義である 3)。ニューヨーク・ルクセンブルク定義に

おいて灰色文献は「紙や電子フォーマットで，政府，大学，

ビジネス，産業のあらゆるレベルにおいて生み出されるも

ので，商業出版社によってコントロールされない」「すなわ

ち，主たる活動が出版を本業としない組織によってコント

ロールされている」と定義されている8)。 
 前者は，1997 年にルクセンブルクで開催された第 3 回

灰色文献国際会議（Third International Conference on 
Grey literature：GL3）の場で承認された定義で，会議を

行った地名からルクセンブルク定義と呼ばれている。後者

は，2004 年にニューヨークで開催された第 6 回灰色文献

国際会議（ Sixth International Conference on Grey 
literature：GL6）において定義が拡張された部分で，ルク

センブルク定義の最後に追加された。ニューヨーク・ルク

センブルク定義は，紙や電子フォーマットで作られた出版
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物，商業出版社によるコントロールという灰色文献を作成

し刊行する側の側面が強調されるとともに，あらゆるレベ

ルで生み出されるものという言葉が示すように，資料への

アクセスや資料の識別同定が困難であるという注意喚起の

意味も込められていた 3)。また，定義では「生み出される

もの」という表現であるが，最近では，ニューヨーク・ル

クセンブルク定義を引用する際に「生み出される情報」と

いう表現が用いられる場合もある9)。 
 ニューヨーク・ルクセンブルク定義に照らし合わせると，

現在，灰色文献の対象となりうるものは 100 種類を越えて

いる10)。これは，商業出版ルートに乗らないあらゆるもの

やあらゆる情報が灰色文献に該当するという解釈が可能な

こと，インターネットの普及や資料や情報の電子化といっ

た技術の進歩に十分対応できていないこと，が要因と考え

られる。 
 
2.2 プラハ定義 
 こうした中，プラハで開催された第 12 回灰色文献国際

会 議 （ Twelfth International Conference on Grey 
literature：GL12）において，新たな定義となるプラハ定

義が提案された。プラハ定義では，灰色文献は「知的財産

権により保護された紙や電子のフォーマットで，政府，大

学，ビジネス，産業のあらゆるレベルにおいて生み出され

る多様なドキュメント形態で，図書館所蔵や機関リポジト

リで収集，保存される十分な品質を持つものを表す。しか

し，商業出版社によってコントロールされているのではな

い。主たる活動が出版を本業としない組織によってコント

ロールされている」と定義されている 3)。この定義を提案

したシェプフェル（Schöpfel）は，灰色文献の形態の側面，

知的財産権などの法的性質の側面，灰色文献の品質の側面，

図書館と図書館員の役割の 4 点を，ニューヨーク・ルクセ

ンブルク定義に追加した視点として強調した3)。 
 灰色文献の品質に関しては，過去にも言及され，査読が

ない等，品質が十分に保証されていないなどの否定的な意

味合いで灰色文献の特徴として述べられることが多かっ

た。プラハ定義はまだ承認されていないが，灰色文献の質

的な視点の重要性が改めて見直され，その視点が定義に盛

り込まれたことは，一定の品質を有することが灰色文献の

条件であるということが明確になったと捉えることができ

る。しかし，品質の問題は，書誌情報の不備といった体裁

的な部分の判断はできても，査読の有無や内容に関する部

分についてまで図書館員が踏み込むことは困難であり，今

後もますますの議論が必要になる。 
 他方で，従来から図書館員は，灰色文献の収集，整理，

提供に大きく貢献し，灰色文献と利用者を結び付けること

を目的にたゆまざる努力を続けてきた。プラハ定義で灰色

文献に対する図書館の役割や位置づけも盛り込まれた点

は，灰色文献と図書館および図書館員の関係を考える上で

も非常に興味深いものがある。 
 しかし，これら複数の視点がプラハ定義で追加されてい

るとはいえ，ニューヨーク・ルクセンブルク定義を踏襲す

る形で位置づけられているアクセシビリティの問題は，灰

色文献にとって最も重要な側面である。 

3．灰色文献とアクセシビリティ 

 灰色文献は，商業出版ルートに乗らないなどの理由で入

手困難な資料を探し出し，その資料に如何にアクセスする

かという点に重きが置かれてきた。しかし今日では，イン

ターネットの普及により，Web 上に電子化された資料の全

文情報が公開されることが増え，従来では入手が困難で

あった紙媒体での資料についても容易にアクセスが可能と

なった。 
 例えば，代表的な灰色文献とされるテクニカル・レポー

トは，従来は紙媒体で作成され，限定された配布先へ資料

交換の対象として送付されていた。近年は，研究開発機関

の Web サイトから全文の PDF が公開される事例も増えて

いる。同じように政府刊行物の報告書や審議資料も官公庁

の Web サイトで発信されるようになった。このように，灰

色文献が Web 上で公開される機会が増え，全文情報へアク

セスできる可能性が増加したことは事実である。 
 しかし，全文情報が Web 上に容易に公開されるように

なったからといって，灰色文献のアクセシビリティの問題

が解消されたわけではない。なぜなら，多くの場合，電子

化された全文情報が現在 Web 上で閲覧やダウンロードが

できる状態にあるというだけで，永続的なアクセスが保証

されているわけではない。なぜなら，サーバの変更に伴う

URL のデッドリンク問題，サイトの閉鎖など，発信側の都

合により公開が取りやめになる可能性もある。また，Web
上に存在する情報源のアーカイブの問題や電子媒体の保存

の問題など，課題も多く存在する。さらに，商業出版ルー

トに乗った刊行物のように定期的な新刊情報が発信される

機会も少なく，収集する側や利用する側がその情報源の存

在を知らなければアクセスできないことからも，灰色文献

のアクセシビリティの問題が完全に解決したとは言い難

い。そして，刊行が容易になったことは，刊行物としての

体裁を十分に整えなくても刊行できるため，文献形態が自

由に選択でき統一性がとれない問題，書誌情報の欠落を招

く危険性，それに伴い組織化が困難になる可能性もはらん

でいる。 
 このように，灰色文献が Web 上に存在しているにもかか

わらず「入手が困難」という，灰色文献の特性に関する本

質的な課題，永続的なアクセスが保証されていないという

新たな課題も視野にいれると，灰色文献のアクセシビリ

ティの問題は今後も継続する課題である。 

4．灰色文献の形態とアクセシビリティ 

 プラハ定義では「あらゆるレベルにおいて生み出される

多様なドキュメント形態」が灰色文献と謳われている。定

義という大きな括りであるため，形態別のアクセシビリ

ティまで踏み込んで言及されていない。しかし，テクニカ

ル・レポート，紀要，博士論文などの灰色文献の形態ごと

にもアクセシビリティには差があると考えられる。 



情報の科学と技術 62 巻 2 号（2012） ― 52 ― 

 元来，灰色文献という呼称は，原文献へのアクセシビリ

ティを色で表わしたもので，非公開資料や秘密文書といっ

た黒色（ブラック），商業出版ルートに乗り入手が容易な白

色（ホワイト），その中間に位置する灰色（グレー）と呼ば

れている 2)11)。灰色文献の公開の度合いや入手の容易さか

ら，薄い灰色（light grey），灰色（medium grey），濃い

灰色（dark grey）と同じ灰色でもさらに区分けされること

もある12)。 
 15 年前に示された区分けでは，薄い灰色には，経済レ

ポート，市場レポート，規格，法律文書，会議録が，灰色

には，テクニカル・レポート，学位論文が，濃い灰色には，

研究成果報告書や調査結果報告書のうち内部向けに作成し

たものが該当するとされた12)。現在は，テクニカル・レポー

トも Web 上で全文情報が公開されるなど，昔は灰色であっ

たものが，限りなく薄い灰色に近くなりつつあるように，

時代とともに灰色文献のアクセシビリティは変化してい

る。 
 また，この色による区分けは，テクニカル・レポートや

学位論文といった灰色文献の種類に限らず，同じ灰色文献

のカテゴリであっても差が生じると考えられる。そこで，

会議資料を例に灰色文献の色分けを考えてみたい（図 1）。 

 会議資料の会議日程，プログラム，予稿集，会議録は

Web 上で公開され，薄い灰色に含まれるケースが増えてき

ている。このように，同じ予稿集や会議録であっても，電

子化されて Web 上に公開されているものは薄い灰色に近

く，参加者に限定配付されたものは濃い灰色に近い，とい

うように違いが生じる。また，会議録によっては，図書と

して商業出版社から販売されるものや，学術雑誌のSpecial 
Issue や Supplement として刊行される場合もあり，商業

出版ルートで入手できるものも存在する13)。つまり，同じ

灰色文献であっても，このようにアクセシビリティに差が

存在する。本稿では，会議資料を例に示したが，個々の灰

色文献についてもそれぞれアクセシビリティに差があり，

それぞれ特有の問題を抱えていることが推察できる。 

 
5．灰色文献と白色文献 

 灰色文献のアクセシビリティについては，改善されてい

る面もあるが，依然として課題があることを述べてきた。

また，商業出版ルートに乗らないことが，灰色文献の特質

であり，アクセシビリティにも影響を与えている点がプラ

ハ定義に限らず，灰色文献の様々な定義でも強調されてき

た。しかし，商業出版ルートに乗る図書や雑誌などの白色

文献についてもアクセシビリティの問題と無縁ではない。 
 現実的な問題として，出版物には寿命がある。日本国内

で出版された図書や雑誌が，数年後には絶版となっており，

入手できない事例は多々存在する14)。『出版年鑑』によれば，

2010 年に出版された書籍は約 8 万件であり，灰色文献と

いう言葉が使われ始めた頃の 1980 年（2 万 8 千件）と比

べると実に 3 倍近い数に上っている15)16)。しかし，毎年数

万件以上刊行されている資料のうち，現在も入手可能な資

料はどの程度あるのだろうか。出版年を遡るほど，書店や

出版社のデータベースで検索しても絶版，在庫無しと表示

される確率が高くなる。すなわち，商業出版であるにもか

かわらず，刊行から時間を経た場合は入手が困難な資料が

存在する17)。 
 昨今では，出版社の合併，倒産も珍しくない。出版社が

存在しなくなった場合，従来から刊行されてきた資料が商

業出版ルートに乗らなくなる可能性もある。このように，

商業出版ルートを通じて容易に入手できると言われている

白色文献でさえ，時間の経過とともに資料の入手が困難と

なる側面を持ち合わせ，時には灰色文献になりうる可能性

も秘めている。 
 補足であるが，この事例はあくまでも購入という側面か

ら紹介している。仮に絶版となった資料でも，図書館間の

協力や連携によって入手可能である場合は多い。そういう

意味でも，灰色文献だけでなく，入手困難とされる資料を

利用者に提供する上で，図書館や図書館員が担う役割は大

きいと考えられる。 

6．灰色文献と図書館員 

 プラハ定義では，図書館と図書館員の役割が強調された。

灰色文献の収集，整理，提供には図書館員が大きく関わり，

灰色文献と利用者を結び付ける上で図書館員が担うべき役

割が大きいことがうかがえる。 
 先にも述べたように，電子化された全文情報が現在 Web
上で閲覧やダウンロードができる状態にあることは，アク

セスが可能であっても，灰色文献のアクセシビリティの問

題が解決したわけではない。これは，Google 等の検索エン

ジンで容易に検索結果が得られてしまう現在において，そ

こから本当に必要な情報を見つけだすのは困難を伴うとい

う別の問題も絡んでくる。特に，Google 等の検索エンジン

だけを頼りにしてしまうと，検索からもれた情報や存在し

ないものと捉えられてしまう危険性もあり，Web 上に存在

しているはずの灰色文献が，情報の海に埋もれたまま見つ

からずに終わるという状況も起こりうる。 

図 1 色による区分けから見た会議資料のアクセシビリティ

薄い灰色（Light Grey）

・会議日程（Web上で公開）

・プログラム（Web上で公開）

・予稿集（Web上で公開）

・会議録（Web上で公開）

灰色（Medium Grey）

・予稿集

（学協会，会議事務局刊行）

・会議録

（学協会，会議事務局刊行）

濃い灰色（Dark Grey)

・予稿集（参加者配付のみ）

・会議録（参加者配付のみ）
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 それ故，灰色文献を含む様々な資料，各種データベース

等の情報源へのナビゲート的な役割を果たしている国立国

会書館のリサーチ・ナビ18)，紀要や学位論文を含む研究成

果を積極的に発信している機関リポジトリ，欧州における

多分野の灰色文献を収録したリポジトリ OpenGrey19)，政

府刊行物を収集し提供する寄託図書館など，図書館員によ

る灰色文献と利用者を結ぶ取り組みが重要となる。 
 灰色文献は，研究者や技術者など，実際に文献を利用す

るエンド・ユーザが一番関わりを持つと思われがちだが，

ナタラージャン（Natarajan）も指摘するように「灰色文

献を探しアクセスできるように努力を続けているのは図書

館員」である20)。そういう意味でも，本特集のように灰色

文献特集が組まれ，灰色文献に関する文献が国内外で数多

く刊行され，また，灰色文献国際会議が灰色文献をテーマ

に継続的に開催され，図書館情報学の研究者や図書館員に

よって多くの発表がなされていることは，図書館や図書館

員と灰色文献の問題が今もなお関わりを持ち続けていると

言えるだろう21)。 

7．おわりに 

 灰色文献の定義を再考しながら，紙・電子が混在する中

で数多く生み出され続けている灰色文献のアクセシビリ

ティが抱える課題，同じ灰色文献であってもアクセシビリ

ティに差が生じる点，さらに，灰色文献の収集，整理，提

供においては，今後も図書館員の役割が重要であるという

点について述べてきた。インターネットの普及は，灰色文

献の問題を減少させたのではなく，より複雑な状況を創り

だしたと言える。これは，灰色文献の定義がまだ十分でな

いことも要因の一つと考えられる。 
 灰色文献は「商業出版ルートに乗らない」ため「入手が

困難」文献であることが前提となる。それに加え，アクセ

シビリティの観点から，先の絶版の事例のように，存在し

ているにも関わらず種々の理由で全文情報に辿りつくこと

ができない「結果的に入手が困難」な文献という側面もあ

る。すなわち，灰色文献には，流通の過程と，刊行・公開

後の状況という，二つの解釈が存在する。このように，灰

色文献問題は終わりを迎えたわけではなく，図書館員が専

門性を発揮しながら今後も取り組んでいくべき課題であ

る。 
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and Nuclear Information Management Section, Intellectual Resources Department, Japan Atomic Energy 
Agency, 2-4 Shirakata Shirane,Tokai-mura, Naka-gun, Ibaraki 319-1195 JAPAN) 
 
Abstract: Grey literature said to do difficult to obtain through commercial publishers. Recently, according to 
the spread of institutional repositories, grey literature is published on the Web and its full text is open to the 
public, then it has become easily accessible. Yet, the accessibility of grey literature has not been fully resolved. 
In this paper, the author introduces the definition of grey literature based on the discussion of the 
International Conference on Grey Literature (International Conference on Grey literature) and tries to 
reorganize and discuss on issues concerning the problems of grey literature accessibility. The author indicates 
that there are still many challenges in this field, also indicates that stable access to the sources on the Web is 
not always guaranteed. It is concluded that expertises and experiences of a librarian should be leveraged to get 
solutions regarding the accessibility of grey literature. 
Keywords: grey literature / non-conventional literature / commercial publishing / librarian / technical report / 
proceedings / International Conference on Grey Literature 
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